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審 査 結 果 の 要 旨 
エリスロポエチン(EPO)は赤血球産生を調節するサイトカインであり，臨床的には主に腎性貧血
や未熟児貧血の治療として用いられている．近年，EPO が脂肪細胞，骨格筋細胞，肝細胞などに作




申請者は EPO や長時間作用型 EPO であるダルベポエチンアルファ(DEPO)の脂質代謝および
NAFLD に与える影響を検証した．4 週齢の雄性 C57/BL6J マウスを 16 週間高脂肪食で飼育し，最






STAT3，STAT5 のリン酸化の亢進を認めた．肝臓および内臓脂肪におけるリアルタイム PCR 法で
は EPO，DEPO 投与群で TNF-α，IL-1β， IL-6 の発現低下を認めた．EPO，DEPO 投与群間で
以上の所見に関して有意差はみられなかった．STAT3，STAT5 は脂質代謝において重要な役割を




れた結果から，EPO，DEPO は EPOR/STAT 系を介して食事誘導性肥満マウスの NAFLD を改善
させることが示された． 
以上が本論文の要旨であるが，EPO および DEPO が脂質代謝，NAFLD を改善させると明らか
にした点で，医学上価値ある研究と認める． 
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